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子会社における爆発事故について(第４報) 
 

 

 塗料原料の合成樹脂等を製造しております弊社子会社・大竹明新化学株式会社の構内に

て発生しました爆発事故に関しましては、負傷された方、近隣住民の皆様、お客様ならび

に関係当局の皆様に多大なご迷惑とご心配をおかけし、親会社として深くお詫び申し上げ

ます。 

 ８月８日（水）午後３時現在で判明しております内容につきましては、下記の通りです。 

 

記 

 

１．発生場所 

広島県大竹市明治新開１番７ 大竹明新化学株式会社 合成樹脂棟 

 

２．発生日時 

６月２７日（水） 午後８時４５分頃 

 

３．発生経緯 

エポキシ樹脂製造のため、製造釜に原料の粉末（ビスフェノール A）を投入中に、釜

内部で粉じん爆発を生じたものです。 

 

４．被害状況 

人的被害 やけど３名（うち重傷２名、軽傷１名。） 

     なお、３名とも現在快方に向かっております。 

物的損害 建屋スレート壁、屋根スレート、製造釜、排気ダクトの一部が損傷 
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５．原因と対策 

外部専門家を交えて検証した結果、現場で発生した静電気が作業補助具により媒介

され、製造釜投入口付近に残留していた微量の溶剤ガスに引火し、投入中の原料（ビ

スフェノールＡ）の一部に着火。これが落下して原料の粉じん雲の爆発に至ったこと

が判明いたしました。 

この結果を受け、静電気対策と酸素濃度管理を徹底することにより、同様の事故が

二度と起きないよう対策を進めております。 

また、このたびの事故結果を踏まえ、国内外の当社グループ工場にて安全点検を実

施し、必要に応じ同様の対策をとっております。 

 

６．周辺環境への影響 

   外部への有害物質の流出は発生しておりません。 

 

７．製品供給への影響 

事故が発生した合成樹脂棟の使用を停止していることから、製品の供給については、

在庫および協力工場での生産により対応しておりますが、一部代替生産の立上げに時

間を要し、ご迷惑をおかけしておりますことを深くお詫び申し上げます。 

 

８．今後の見通し 

   現在のところ、業績に与える影響は軽微と思われます。 

 

以 上 

 

 


